
 

平成２８年度 

寄付金会計並びに機構事業のご報告④ 
 

 

事 業 名：防災シンポジウム 

 

共   催：松山市・松山市地域防災協議会・松山市消防団・ 

松山市自主防災組織ネットワーク会議・松山市女性防火クラブ連合会・ 

松山市防火連絡協議会・特定非営利活動法人日本防災士機構・ 

愛媛大学防災情報研究センター 

 

開   催：平成２８年１１月２３日（水曜・祝日）１３時～１５時３０分 

 

参 加 者：約６２０名（防災士、市民） 
 

会   場：松山市総合コミュニティセンター キャメリアホール 

（愛媛県松山市湊町７－５） 

 

事業内容：松山市は、自主防災組織等の「防災リーダー」として活躍している防災士数

が３,３９８名（平成２８年１０月末）と全国一であることから、「防災シン

ポジウム」を開催し、自主防災組織や防災士の活動事例の発表や、パネルデ

ィスカッションを通じて、地域防災力の充実強化の必要性を広く市民に啓発

することを目的とする。 

詳細は次頁以降参照（日本防災士機構ホームページより）。 

 

 

事 業 費：当事業費用総額            ５００,０００円 

 

 

                              

 

 

 

 

 

寄 付 金：平成２７年度寄付金繰越額   ２,２６８,９４６円 

平成２８年度寄付金総 額   ２,６８０,９００円 

 

 

 



松山市と機構の共催 

防災シンポジウム（平成 28 年 11 月 23 日開催） 

 

日本防災士機構は、防災士養成数が自治体において最大である愛媛県松山市と共催にて、平成28年11

月 23日（水・祝）、松山市総合コミュニティーセンター（キャメリアホール）において「防災シンポジウム」を開催

しました。 

今回の防災シンポジウムは『みんなの消防フェスタ・防災シンポジウム 2016』と題し、家族で楽しみながら

防災・減災に触れられる「消防フェスタ」、松山市地域防災の現状と展望に触れられる「防災シンポジウム」を

同時に開催しました。これらの二つの行事は、市民に親しまれるイベントとして定着しており、昨年と同様に

全体では約 12,000 人の参加がありました。 

式典では、オープニングセレモニーとして「松山市消防団音楽隊」（松山市消防団大学生防災サポーター

に入団した愛媛大学吹奏楽団のみなさん）による演奏を行い来場者の皆様から大きな拍手をいただきました。

また、民間防火防災組織や活動の顕著な防災士への表彰を行い、受賞者をはじめ、来場された多くの防災

士の皆さんにも、今後の活動への大きな励みになったものと思われます。 

基調講演では、地区防災計画学会会長、室﨑 益輝神戸大学名誉教授を迎え、「地域防災力の向上と地

区防災計画」を演題として、地域防災の必要性と方向性や地区防災計画の作成、その実現を追求すること

について分り易くご講演いただき、今後より一層、市民防災意識の高揚と地区防災計画作成の推進が図ら

れるものとなりました。 

次いで開催された「老若男女みんなで考える避難所運営」をテーマとするパネルディスカッションでは、矢

田部 龍一愛媛大学防災情報研究センター長のコーディネートにより、大学生防災リーダークラブ員、自主防

災組織の防災士、NPO法人えひめ311からの出演者5名に加え、室﨑教授にもパネリストとして討論に参加

していただき、それぞれの立場から地域の中で相互に連携して市民防災力を高め、大規模災害時の避難所

運営の円滑化を図るための広範にわたる有益な実践的意見が出され、多数の来場聴衆にとって具体的な

方策を考えるうえで、大変参考となるものとなりました。 

 

   

+拡大版はこちら          +拡大版はこちら          +拡大版はこちら 

http://bousaisi.jp/events/bousaishinpo20161123_01.pdf
http://bousaisi.jp/events/bousaishinpo20161123_02.pdf
http://bousaisi.jp/events/bousaishinpo20161123_03.pdf
http://bousaisi.jp/events/bousaishinpo20161123_01.pdf
http://bousaisi.jp/events/bousaishinpo20161123_02.pdf
http://bousaisi.jp/events/bousaishinpo20161123_03.pdf


  

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 


